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研究成果の概要（和文）：本検討において、我々はこれまで機能の明らかでなかった腸管出血性大腸菌のゲノム
に存在する遺伝子が病原性の制御に関与していることを見出した。当該遺伝子は大腸菌の遺伝子発現制御系をコ
ントロールすることで本菌の病原性を間接的に制御していることが示された。本遺伝子の標的と考えられる遺伝
子のプロモーター領域に、相互作用のために必要になると考えられる領域を、プロモーター欠失シーリーズを用
いて検討することで見出すことができた。本発現制御機構の解明は、病原性の制御に新たな知見をもたらすもの
と思われる。

研究成果の概要（英文）：In this study, we found that a gene in the genome of enterohemorrhagic 
Escherichia coli, the function of which has not been clarified, is involved in the control of 
pathogenicity. The gene was shown to indirectly regulate the virulence of this bacterium by 
controlling the gene expression regulatory system of E. coli. The promoter region of the gene's 
putative target gene was found to be required for this interaction by studying the promoter deletion
 cerise. Elucidation of this regulatory mechanism of expression may provide new insights into the 
control of pathogenicity.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本病原細菌が致死的な食中毒を引き起こすことから、その病原性の解明は、食の安全を守る上で重要な検討にな
るものと考えられる。また、これまでの検討によって新たに見出された発現制御機構は、病原性の制御に新たな
知見をもたらすものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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要概  

バクテリオファージを介した遺 子伝 の水平 搬伝 は、細菌の進化において大きな役割を果た

している。その重要性から 多数 くの 究研 がなされ、ファージ媒介性の 耐性遺 子薬剤 伝 や毒

素等の病原性 連遺 子関 伝 そしてアクセサリ遺 子等伝 が 見発 された。しかし未だ機能不明な

ファージ遺 子伝 が残されている。申請者は、食中毒細菌 腸管出血性大腸菌 O157（O157）

のランダム 異体変 を解析する中で、O157 のプロファージにコードされる遺 子伝 が、大腸菌

のマスターレギュレータの 現発 を制御していることを見出した。これまでの 討検 により、

pmoAB を欠失させるとストレス耐性が増す一方で、病原性 連遺 子関 伝 の 現低下発 が認め

られている。O157 の高い病原性は pmoAB による宿主遺 子伝 の 現制御発 に起因する可能性

が示唆されるものの、その詳細なメカニズムについては分かっていない。本 討検 において、

本遺 子伝 の標的と考えられる遺 子伝 のプロモーター領域に、相互作用のために必要になると考

えられる領域を、プロモーター欠失シーリーズを用いて 討検 することで見出すことができた。本

病原細菌が致死的な食中毒を引き起こすことから、その病原性の解明は、食の安全を守る上で

重要な 討検 になるものと考えられる。また、これまでの 討検 によって新たに見出された 現制発

御機構は、病原性の制御に新たな知見をもたらすものと思われる。 

 

序論 

腸管出血性大腸菌 O157 には、宿主細菌ゲノムに組み込まれたバクテリオファージ（プロファー

ジ）が 多数 く 出検 される。そのプロファージの中には、溶原化に 連関 する遺 子群伝 に加えて、

腸管出血性大腸菌 O157 において最も大きな意味を持つと考えられている志賀毒素やプロテア

ーゼ等の病原性 連因子関 をコードする遺 子等伝 も含まれている。これらの遺 子伝 をバクテリオ

ファージから獲得する中で、病原性の弱い大腸菌（O55）から、致死的な病原性を持つ病原性

大腸菌（O157）が出現したとされている。 

それゆえ、病原性大腸菌は細菌の進化に関するモデル生物とも考えられ、ゲノム解析等によっ

て徹底的に 討検 されてきた。同様にゲノムに組み込まれていえるプロファージについても詳細



な解析がなされてきた。しかしながら、いまだ手付かずのプロファージの遺 子伝 が残されてお

り、これらの機能未知遺 子伝 が何をしているのか全くわかっていない。 

プロファージにコードされる毒素や 耐性遺 子等薬剤 伝 の働きについては直接的で明瞭であるた

め、多くの 究研 がなされている。また宿主の 殖増 を抑え、ファージ自身の 殖増 を積極的に行う

ことも知られている。主に、ファージの遺 子伝 の機能はこの 2点に集約されると考えられてき

たが、最近、我々は、プロファージ由来の遺 子伝 が、宿主細菌である腸管出血性大腸菌 O157

のマスターレギュレータの 現発 と病原性をコントロールする因子 pmoAB を見出した。しかしな

がら、そのメカニズムは不明である。 

そこで本 討検 において、本遺 子伝 の標的と考えられる遺 子伝 のプロモーター領域に、相互作用

のために必要になると考えられる領域を、プロモーター欠失シーリーズを用いて同定することを

試みた。 

 

結果 

マスターレギュレーター遺 子上流伝 のプロモーター領域の欠失シリーズを作成し、プロファージ

遺 子伝 の影響を解析したところ、 十塩基数 の範囲で、その作用に必要な領域を見出すことがで

きた。 

 

展望 

これらの欠失シリーズ等を用い、 該領域当 を介して行われる遺 子 現制御機構伝 発 を明らかにし

たいと考えている。本病原細菌が致死的な食中毒を引き起こすことから、その病原性の解明は、

食の安全を守る上で重要な 討検 になるものと考えられる。また、これまでの 討検 によって新た

に見出された 現制御機構発 は、病原性の制御に新たな知見をもたらすものと思われる。 
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